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す
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（
こ
の
法
律
の
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
者
及
び
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一
　
本
邦
（
政
令
で
定
め
る
地
域
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
に
お
け
る
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
占
領
期
間
」
と
い
う
。
）
の
連
合
国
の

軍
隊
若
し
く
は
当
局
又
は
こ
れ
ら
の
構
成
員
若
し
く
は
被
用
者
（
こ
れ
ら
の
者
に
随
伴
す
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
行
為
（
正
当
な
行
為
及
び
故
意
又
は
過
失
に
よ
ら
な
い
行
為
を

除
き
、
日
本
の
国
籍
の
み
を
有
す
る
被
用
者
の
行
為
に
あ
つ
て
は
、
職
務
執
行
中
の
行
為
に
限
る
。
）

二
　
本
邦
内
に
お
け
る
占
領
期
間
中
の
連
合
国
の
軍
隊
若
し
く
は
当
局
又
は
こ
れ
ら
の
構
成
員
若
し
く
は
被
用
者
（
日
本
の
国
籍
の
み
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
の
占
有
し
、
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
土
地
の
工
作
物
そ
の
他
の
物
件

の
設
置
又
は
管
理
の
欠
陥

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
被
害
者
」
と
は
、
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
者
で
そ
の
死
亡
し
、
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
当
時
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
し
て
い
た
も

の
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
見
舞
金
」
と
は
、
国
が
、
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
死
亡
、
負
傷
又
は
疾
病
に
つ
い
て
、
被
害
者
又
は
そ
の
遺
族
に
対
し
て
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
行
政
措
置
に
基
づ
い
て
支
給
し
た
療
養
見
舞

金
（
療
養
費
、
打
切
療
養
費
及
び
療
養
の
給
付
を
含
む
。
）
、
障
害
見
舞
金
及
び
死
亡
見
舞
金
を
い
う
。

（
給
付
金
の
支
給
）

第
三
条
　
国
は
、
被
害
者
又
は
そ
の
遺
族
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
給
付
金
（
特
別
給
付
金
を
除
く
。
）
の
支
給
原
因
で
あ
る
事
実
の
生
じ
た
日
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
後
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
支
給
原
因
で
あ
る
事
実
の
生
じ

た
日
と
し
、
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
は
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
。
以
下
「
一
部
改
正
法
律
」
と
い
う

。
）
の
施
行
の
日
と
す
る
。
）
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
に
対
し
、
給
付
金
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
被
害
者
の
死
亡
、
負
傷
又
は
疾
病
が
そ
の
者
又
は
第
三
者
の
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
認
定
）

第
四
条
　
給
付
金
（
打
切
給
付
金
を
除
く
。
以
下
第
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
給
を
受
け
る
権
利
の
認
定
は
、
こ
れ
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
基
づ
い
て
、
防
衛
大
臣
が
行
う
。

（
他
の
給
付
と
の
関
係
）

第
五
条
　
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
法
律
に
よ
る
給
付
金
（
特
別
給
付
金
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
相
当
す
る
給
付
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
又
は
こ
の
法
律
に
よ
る
給
付
金
に
相

当
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
給
付
の
支
給
原
因
で
あ
る
事
実
と
同
一
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
当
該
給
付
の
価
額
（
当
該
給
付
が
療
養
給
付
金
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
金
額
）
の

限
度
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
給
付
金
を
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
給
付
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
お
い
て
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
法
律

に
よ
る
給
付
金
に
相
当
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
こ
の
法
律
に
よ
る
障
害
給
付
金
、
遺
族
給
付
金
及
び
打
切
給
付
金
に
相
当
す
る
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
給
付
の
価
額
が
こ
の
法
律
に
よ
る
当
該
給
付
金
の
額
を
こ
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
法
律
に
よ

る
当
該
給
付
金
の
支
給
を
受
け
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
こ
え
る
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
な
い
。

第
二
章
　
給
付
金
の
種
類
及
び
支
給

（
給
付
金
の
種
類
）

第
六
条
　
給
付
金
の
種
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
療
養
給
付
金

二
　
休
業
給
付
金

三
　
障
害
給
付
金

四
　
遺
族
給
付
金

五
　
葬
祭
給
付
金

六
　
打
切
給
付
金

七
　
特
別
給
付
金
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（
療
養
給
付
金
の
支
給
）

第
七
条
　
療
養
給
付
金
は
、
被
害
者
で
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
も
の
が
、
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に
関
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
療
養
を
し
た
場
合
又
は
こ
れ
に
引
き
続
き
こ
の
法
律
の

施
行
後
に
療
養
を
す
る
場
合
に
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
療
養
に
つ
き
療
養
給
付
金
に
相
当
す
る
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
期
間
内
に
当
該
負
傷
又
は
疾
病
が
な
お
つ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２
　
療
養
給
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
療
養
に
係
る
療
養
給
付
金
の
額
　
政
令
で
定
め
る
金
額

二
　
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
す
る
療
養
に
係
る
療
養
給
付
金
の
額
　
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
に
政
令
で
定
め
る
療
養
雑
費
の
額
を
加
え
た
金
額

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
療
養
の
範
囲
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
療
養
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
診
察

二
　
薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

三
　
処
置
、
手
術
そ
の
他
の
治
療

四
　
居
宅
に
お
け
る
療
養
上
の
管
理
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

五
　
病
院
又
は
診
療
所
へ
の
入
院
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

六
　
移
送

（
休
業
給
付
金
の
支
給
）

第
八
条
　
休
業
給
付
金
は
、
被
害
者
で
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
も
の
が
、
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に
関
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
療
養
を
し
た
場
合
又
は
こ
れ
に
引
き
続
き
こ
の
法
律
の

施
行
後
に
療
養
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
療
養
の
た
め
業
務
上
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、
そ
の
業
務
上
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
に
つ
き
支
給
す
る
。

２
　
休
業
給
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
療
養
の
た
め
業
務
上
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
期
間
に
係
る
休
業
給
付
金
の
額
　
当
該
期
間
が
、
六
十
日
未
満
の
場
合
に
あ
つ
て
は
三
千
円
、
六
十
日
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
七
千

五
百
円

二
　
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
す
る
療
養
の
た
め
業
務
上
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
に
係
る
休
業
給
付
金
の
額
　
一
日
に
つ
き
百
六
十
円

（
障
害
給
付
金
の
支
給
）

第
九
条
　
障
害
給
付
金
は
、
被
害
者
で
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
も
の
が
当
該
負
傷
又
は
疾
病
が
な
お
つ
た
と
き
別
表
に
定
め
る
程
度
の
身
体
障
害
が
存
す
る
場
合
に
支
給
す
る
。

２
　
障
害
給
付
金
の
額
は
、
別
表
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
よ
り
定
め
た
次
の
表
の
金
額
と
す
る
。

障
害
の
等
級

障
害
給
付
金
の
金
額

第
一
級
か
ら
第
三
級
ま
で

二
三
八
、
〇
〇
〇
円

第
四
級
か
ら
第
七
級
ま
で

一
四
七
、
〇
〇
〇
円

第
八
級
か
ら
第
一
〇
級
ま
で

七
一
、
〇
〇
〇
円

第
一
一
級
か
ら
第
一
四
級
ま
で

二
四
、
〇
〇
〇
円

３
　
別
表
に
定
め
る
程
度
の
身
体
障
害
が
二
以
上
あ
る
場
合
の
身
体
障
害
の
等
級
は
、
重
い
身
体
障
害
に
応
ず
る
等
級
に
よ
る
。

４
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
身
体
障
害
の
等
級
は
、
次
の
各
号
の
う
ち
被
害
者
に
最
も
有
利
な
も
の
に
よ
る
。

一
　
第
十
三
級
以
上
に
該
当
す
る
身
体
障
害
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
等
級
の
一
級
上
位
の
等
級

二
　
第
八
級
以
上
に
該
当
す
る
身
体
障
害
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
等
級
の
二
級
上
位
の
等
級

三
　
第
五
級
以
上
に
該
当
す
る
身
体
障
害
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
等
級
の
三
級
上
位
の
等
級

５
　
前
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
の
等
級
に
よ
る
障
害
給
付
金
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
障
害
に
応
ず
る
等
級
に
よ
る
障
害
給
付
金
の
額
を
合
算
し
た
金
額
を
こ
え
る
こ
と
と
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

６
　
す
で
に
身
体
障
害
の
あ
る
被
害
者
が
、
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
、
同
一
部
位
に
つ
い
て
障
害
の
程
度
を
加
重
し
た
と
き
は
、
障
害
給
付
金
の
額
か
ら
従
前
の
障
害
に
応
ず
る
障
害
給
付
金
の
額

に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
支
給
す
る
。

７
　
第
一
項
の
被
害
者
が
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
そ
の
身
体
障
害
に
つ
き
障
害
給
付
金
に
相
当
す
る
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
障
害
給
付
金
の
額
か
ら
当
該
見
舞
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
支
給
す

る
。

（
遺
族
給
付
金
の
支
給
）

第
十
条
　
遺
族
給
付
金
は
、
被
害
者
で
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の
の
遺
族
に
支
給
す
る
。

２
　
遺
族
給
付
金
の
額
は
、
二
十
万
円
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
被
害
者
の
遺
族
が
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
当
該
被
害
者
の
死
亡
に
つ
き
遺
族
給
付
金
に
相
当
す
る
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
遺
族
給
付
金
の
額
か
ら
当
該
見
舞
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た

金
額
を
支
給
す
る
。
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（
遺
族
の
範
囲
）

第
十
一
条
　
遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
範
囲
は
、
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
子
及

び
父
母
並
び
に
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
い
て
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
、
又
は
そ
の
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
離
縁
に
よ
つ
て
被
害

者
と
の
親
族
関
係
が
終
了
し
た
者
を
除
く
。

２
　
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
つ
た
子
が
出
生
し
た
と
き
は
、
そ
の
子
は
、
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
子
と
み
な
す
。

３
　
前
項
の
子
が
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
後
に
出
生
し
、
か
つ
、
出
生
に
よ
つ
て
日
本
の
国
籍
を
取
得
し
た
と
き
は
、
そ
の
子
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
被
害
者
の
死
亡
の
日
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
後
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
死
亡
の
日
）
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
し
て
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（
遺
族
の
順
位
等
）

第
十
二
条
　
遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
順
位
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
順
序
に
よ
る
。
た
だ
し
、
父
母
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
い
て
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
、
又
は
そ
の
者

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
も
の
を
先
に
し
、
同
順
位
の
父
母
に
つ
い
て
は
、
養
父
母
を
先
に
し
実
父
母
を
後
に
し
、
祖
父
母
に
つ
い
て
は
、
養
父
母
の
父
母
を
先
に
し
実
父
母
の
父
母
を
後
に
し
、
父
母
の
養
父
母
を
先
に
し
父
母

の
実
父
母
を
後
に
す
る
。

一
　
配
偶
者
（
被
害
者
の
死
亡
の
日
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
死
亡
の
日
以
後
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
、
被
害
者
の
二
親
等
内
の
血
族
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
遺
族
」
と
い
う
。
）
以
外
の

者
と
婚
姻
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合
を
含
む
。
）
し
た
者
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
遺
族
以
外
の
者
の
養
子
と
な
つ
て
い
る
者
を
除
く
。
）

二
　
子
（
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
被
害
者
の
死
亡
の
日
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
後
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
死
亡
の
日
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
遺
族
以
外
の
者
の
養
子
と
な
つ
て
い
る
者
を
除

く
。
）

三
　
父
母

四
　
孫
（
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、
遺
族
以
外
の
者
の
養
子
と
な
つ
て
い
る
者
を
除
く
。
）

五
　
祖
父
母

六
　
兄
弟
姉
妹
（
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、
遺
族
以
外
の
者
の
養
子
と
な
つ
て
い
る
者
を
除
く
。
）

七
　
第
二
号
に
お
い
て
同
号
の
順
位
か
ら
除
か
れ
て
い
る
子

八
　
第
四
号
に
お
い
て
同
号
の
順
位
か
ら
除
か
れ
て
い
る
孫

九
　
第
六
号
に
お
い
て
同
号
の
順
位
か
ら
除
か
れ
て
い
る
兄
弟
姉
妹

十
　
第
一
号
に
お
い
て
同
号
の
順
位
か
ら
除
か
れ
て
い
る
配
偶
者

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
に
あ
る
遺
族
が
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
生
死
不
明
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
日
以
後
引
き
続
き
二
年
以
上
（
そ
の
者
が
こ
の
法
律
の
施
行
の

日
ま
で
に
二
年
以
上
生
死
不
明
で
あ
る
と
き
は
、
一
年
以
上
）
生
死
不
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
他
に
同
順
位
に
あ
る
遺
族
が
な
い
と
き
は
、
次
順
位
の
遺
族
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
次
順
位
の
遺
族
（
そ
の
次
順
位
の
遺
族
と
同

順
位
の
他
の
遺
族
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
す
べ
て
の
同
順
位
の
遺
族
）
を
遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
の
遺
族
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
遺
族
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
一
人
の
し
た
遺
族
給
付
金
の
支
給
の
請
求
は
、
全
員
の
た
め
そ
の
全
額
に
つ
き
し
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
一
人
に
対
し
て
し
た

遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
の
認
定
又
は
遺
族
給
付
金
の
支
給
は
、
全
員
に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
葬
祭
給
付
金
の
支
給
）

第
十
三
条
　
葬
祭
給
付
金
は
、
被
害
者
で
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の
の
遺
族
に
支
給
す
る
。

２
　
葬
祭
給
付
金
の
額
は
、
五
千
円
と
す
る
。

３
　
第
十
一
条
並
び
に
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
葬
祭
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
範
囲
及
び
順
位
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
葬
祭
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
遺
族

が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
打
切
給
付
金
の
支
給
）

第
十
四
条
　
打
切
給
付
金
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
療
養
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
害
者
で
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に
関
し
現
に
療
養
中
の
も
の
が
、
そ
の
療
養
の
開
始
後
、
こ
の
法
律
の
施

行
の
日
ま
で
に
三
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
お
い
て
三
年
を
経
過
し
て
も
当
該
負
傷
又
は
疾
病
が
な
お
ら
な
い
場
合
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
打
切
給
付
金
の
額
は
、
二
十
四
万
円
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
打
切
給
付
金
の
支
給
を
行
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
こ
の
法
律
に
よ
る
給
付
金
（
特
別
打
切
給
付
金
を
除
く
。
）
の
支
給
は
、
行
な
わ
な
い
。

（
特
別
給
付
金
の
種
類
）

第
十
四
条
の
二
　
特
別
給
付
金
の
種
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
特
別
障
害
給
付
金

二
　
特
別
遺
族
給
付
金

三
　
特
別
打
切
給
付
金

（
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
）

第
十
四
条
の
三
　
特
別
障
害
給
付
金
は
、
障
害
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
を
有
し
た
者
で
一
部
改
正
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
別
表
に
定
め
る
程
度
の
身
体
障
害
が
存
す
る
も
の
に
支
給
す
る
。

２
　
特
別
障
害
給
付
金
の
額
は
、
別
表
に
定
め
る
障
害
の
等
級
に
よ
り
定
め
た
次
の
表
の
金
額
と
す
る
。
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障
害
の
等
級

特
別
障
害
給
付
金
の
金
額

第
一
級
か
ら
第
三
級
ま
で

一
八
四
、
〇
〇
〇
円

第
四
級
か
ら
第
七
級
ま
で

一
一
三
、
〇
〇
〇
円

第
八
級
か
ら
第
一
〇
級
ま
で

五
五
、
〇
〇
〇
円

第
一
一
級
か
ら
第
一
四
級
ま
で

一
八
、
〇
〇
〇
円

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
、
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
後
に
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
ら
な
い
で
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
も
、
従
前
の
身
体
障
害
の

程
度
の
み
に
よ
つ
て
特
別
障
害
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
そ
の
身
体
障
害
に
つ
き
障
害
給
付
金
に
相
当
す
る
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
、
そ
の
金
額
が
障
害
給
付
金
の
額
を
こ
え
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
こ
え
る
金
額
を
特
別
障
害

給
付
金
の
額
か
ら
控
除
し
た
金
額
を
支
給
す
る
。

５
　
第
九
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
特
別
障
害
給
付
金
に
係
る
身
体
障
害
の
等
級
及
び
そ
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
障
害
給
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
別
障
害

給
付
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
）

第
十
四
条
の
四
　
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
遺
族
に
支
給
す
る
。

２
　
特
別
遺
族
給
付
金
の
額
は
、
十
五
万
五
千
円
と
す
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
遺
族
が
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
遺
族
給
付
金
に
相
当
す
る
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
、
そ
の
金
額
が
遺
族
給
付
金
の
額
を
こ
え
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
こ
え
る
金
額
を
特
別
遺
族
給
付
金
の
額
か
ら
控

除
し
た
金
額
を
支
給
す
る
。

４
　
第
十
一
条
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
範
囲
及
び
順
位
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

同
順
位
の
遺
族
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
部
改
正
法
律
の
施
行
の
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
打
切
給
付
金
の
支
給
）

第
十
四
条
の
五
　
特
別
打
切
給
付
金
は
、
打
切
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
に
支
給
す
る
。

２
　
特
別
打
切
給
付
金
の
額
は
、
十
八
万
六
千
円
と
す
る
。

（
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
の
受
継
）

第
十
五
条
　
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
死
亡
し
た
者
が
そ
の
死
亡
前
に
給
付
金
の
支
給
の
請
求
を
し
て
い
な
か
つ
た
と
き
は
、
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
は
、
自
己
の
名
で
、
死
亡
し
た

者
に
係
る
給
付
金
の
支
給
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
章
　
審
査
請
求

（
審
査
請
求
に
よ
る
時
効
の
完
成
猶
予
及
び
更
新
）

第
十
六
条
　
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
時
効
の
完
成
猶
予
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
裁
判
上
の
請
求
と
み
な
す
。

（
審
査
請
求
の
手
続
に
お
け
る
諮
問
）

第
十
七
条
　
防
衛
大
臣
は
、
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
し
て
裁
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
防
衛
施
設
中
央
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
　
削
除

第
四
章
　
削
除

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
　
削
除

第
五
章
　
雑
則

（
時
効
）

第
二
十
二
条
　
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
三
年
間
行
使
し
な
い
と
き
は
、
時
効
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
。

（
譲
渡
等
の
禁
止
）

第
二
十
三
条
　
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
非
課
税
）

第
二
十
四
条
　
租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
受
け
る
給
付
金
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
五
条
　
第
四
条
に
規
定
す
る
防
衛
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
防
衛
局
長
に
そ
の
一
部
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
防
衛
省
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
六
条
　
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
そ
の
執
行
に
つ
い
て
必
要
な
細
則
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
昭
和
二
十
年
九
月
一
日
以
前
の
終
戦
に
伴
う
連
合
国
の
軍
隊
等
の
行
為
に
よ
り
死
亡
し
た
者
等
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
適
用
）

２
　
本
邦
（
政
令
で
定
め
る
地
域
を
除
く
。
）
内
に
お
け
る
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で
の
間
の
終
戦
に
伴
う
連
合
国
の
軍
隊
若
し
く
は
当
局
又
は
こ
れ
ら
の
構
成
員
若
し
く
は
被
用
者
（
こ
れ
ら
の
者
に
随
伴
す

る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
の
行
為
（
正
当
な
行
為
及
び
故
意
又
は
過
失
に
よ
ら
な
い
行
為
を
除
き
、
日
本
の
国
籍
の
み
を
有
す
る
被
用
者
の
行
為
に
あ
つ
て
は
、
職
務
執
行
中
の
行
為
に
限
る
。
）
に
よ
り
死
亡
し
、
負

傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
者
で
そ
の
死
亡
し
、
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
つ
た
当
時
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
為
を
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
と
み
な
し
、
そ
の
者
を
被
害
者
と

み
な
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
五
月
一
五
日
法
律
第
一
三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
規
定
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
九
月
一
五
日
法
律
第
一
六
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
こ
の
附
則
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
行
政
庁
の
処
分
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
申
請
に
係
る
行
政
庁
の
不
作
為
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施

行
前
に
生
じ
た
事
項
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
よ
つ
て
生
じ
た
効
力
を
妨
げ
な
い
。

３
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
提
起
さ
れ
た
訴
願
、
審
査
の
請
求
、
異
議
の
申
立
て
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
（
以
下
「
訴
願
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ

れ
た
訴
願
等
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
処
分
（
以
下
「
裁
決
等
」
と
い
う
。
）
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
提
起
さ
れ
た
訴
願
等
に
つ
き
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
さ
れ
る
裁
決
等
に
さ
ら
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
訴
願
等
に
つ
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。

４
　
前
項
に
規
定
す
る
訴
願
等
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
処
分
に
係
る
も
の
は
、
同
法
以
外
の
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不

服
申
立
て
と
み
な
す
。

５
　
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
さ
れ
る
審
査
の
請
求
、
異
議
の
申
立
て
そ
の
他
の
不
服
申
立
て
の
裁
決
等
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

６
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
行
政
庁
の
処
分
で
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
に
よ
り
訴
願
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
提
起
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
も
の
に
つ
い
て
、
行
政
不
服
審

査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
す
る
。

８
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９
　
前
八
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
一
月
一
八
日
法
律
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
死
亡
し
た
被
害
者
の
遺
族
に
対
す
る
支
給
金
）

２
　
国
は
、
被
害
者
（
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
二
十
日
前
に
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
（
新
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
ら
な
い
で
死
亡
し
た
も
の
に
つ
き
、
当
該
死
亡
の
日
に
お
い
て
新

法
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
が
新
法
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
療
養
給
付
金
、
休
業
給
付
金
、
障
害
給
付
金
又
は
特
別
障
害
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
金
を
、
そ
の
者
の
遺
族
で
こ
の
法

律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
に
対
し
、
支
給
す
る
。

３
　
国
は
、
被
害
者
で
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
二
十
日
以
後
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
ら
な
い
で
死
亡
し
た
も
の
に
つ
き
、
当
該
死
亡
の
日
に
お
い
て
新
法
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
者

が
新
法
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
特
別
障
害
給
付
金
又
は
特
別
打
切
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
金
を
、
そ
の
者
の
遺
族
で
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
に
対
し
、
支

給
す
る
。

４
　
新
法
第
四
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
二
項
の
支
給
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
法
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条

中
「
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
　
　
　
号
）
の
施
行
の
日
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
妻
に
対
す
る
支
給
金
）

５
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
に
お
け
る
被
害
者
の
妻
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
被
害
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
被

害
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
妻
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
支
給
金
を
支
給
す
る
。

一
　
新
法
の
規
定
に
よ
り
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
当
該
身
体
障
害
の
等
級
が
第
一
級
か
ら
第
三
級
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
の
妻
　
七
万
五
千
円

二
　
新
法
の
規
定
に
よ
り
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
当
該
身
体
障
害
の
等
級
が
第
四
級
か
ら
第
七
級
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
の
妻
　
五
万
円

三
　
新
法
の
規
定
に
よ
り
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
妻
（
新
法
第
十
四
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
場

合
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
　
五
万
円

四
　
新
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
打
切
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
妻
　
五
万
円

五
　
附
則
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
支
給
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
被
害
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
妻
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
場

合
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の

イ
　
第
一
級
か
ら
第
三
級
ま
で
の
身
体
障
害
の
等
級
に
よ
る
特
別
障
害
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
　
七
万
五
千
円
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ロ
　
第
四
級
か
ら
第
七
級
ま
で
の
身
体
障
害
の
等
級
に
よ
る
特
別
障
害
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
　
五
万
円

ハ
　
特
別
打
切
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
支
給
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
　
五
万
円

６
　
新
法
第
四
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
支
給
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
五
月
二
五
日
法
律
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
一
二
月
二
日
法
律
第
七
八
号
）

１
　
こ
の
法
律
（
第
一
条
を
除
く
。
）
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
法
律
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
て
い
る
機
関
等
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
は
国
家
行
政
組
織
法
又
は
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
（
以
下
「
関
係

政
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
関
し
必
要
と
な
る
経
過
措
置
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
に
関
し
必
要
と
な
る
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
六
月
二
九
日
法
律
第
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
十
七
条
　
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条
第
二
項
、

第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
八
日
法
律
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
法
律
第
六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
の
原
則
）

第
五
条
　
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
不
作
為
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
申
請
に
係
る
行
政
庁
の
不
作
為
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
附
則
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
訴
訟
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
不
服
申
立
て
に
対
す
る
行
政
庁
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
行
為
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
訴
え
を
提
起
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
事
項
で
あ
っ
て
、
当
該
不
服
申
立
て
を
提
起

し
な
い
で
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
れ
を
提
起
す
べ
き
期
間
を
経
過
し
た
も
の
（
当
該
不
服
申
立
て
が
他
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
行
政
庁
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
行
為
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
提
起
で
き
な
い
と
さ
れ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
他
の
不
服
申
立
て
を
提
起
し
な
い
で
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
れ
を
提
起
す
べ
き
期
間
を
経
過
し
た
も
の
を
含
む
。
）
の
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
律
の
規
定
（
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
り
異
議
申
立
て
が
提
起
さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
も
の
の
取
消
し
の
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
不
服
申
立
て
に
対
す
る
行
政
庁
の
裁
決
、
決
定
そ
の
他
の
行
為
の
取
消
し
の
訴
え
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
提
起
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
　
附
則
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
二
日
法
律
第
四
五
号
）

こ
の
法
律
は
、
民
法
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
三
条
の
二
、
第
百
三
条
の
三
、
第
二
百
六
十
七
条
の
二
、
第
二
百
六
十
七
条
の
三
及
び
第
三
百
六
十
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表

等
級

身
体
障
害

第
一
級

一
　
両
眼
が
失
明
し
た
も
の
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二
　

そ
し
や
く

咀
嚼
及
び
言
語
の
機
能
を
廃
し
た
も
の

三
　
精
神
に
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
を
残
す
も
の

四
　
胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
を
残
す
も
の

五
　
半
身
不
随
と
な
つ
た
も
の

六
　
両
上

し肢
を
ひ
じ
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

七
　
両
上

し肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

八
　
両
下

し肢
を
ひ
ざ
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

九
　
両
下

し肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

第
二
級

一
　
一
眼
が
失
明
し
、
か
つ
、
他
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
二
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　
両
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
二
以
下
に
な
つ
た
も
の

三
　
両
上

し肢
を
腕
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

四
　
両
下

し肢
を
足
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

第
三
級

一
　
一
眼
が
失
明
し
、
か
つ
、
他
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
六
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　

そ
し
や
く

咀
嚼
又
は
言
語
の
機
能
を
廃
し
た
も
の

三
　
精
神
に
、
終
身
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
残
す
も
の

四
　
胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
、
終
身
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
残
す
も
の

五
　
両
上

し肢
の
す
べ
て
の
指
を
失
つ
た
も
の

第
四
級

一
　
両
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
六
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　

そ
し
や
く

咀
嚼
及
び
言
語
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
す
も
の

三
　
鼓
膜
の
全
部
の
欠
損
そ
の
他
に
よ
り
、
両
耳
の
聴
力
を
全
く
失
つ
た
も
の

四
　
一
上

し肢
を
ひ
じ
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

五
　
一
下

し肢
を
ひ
ざ
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

六
　
両
上

し肢
の
す
べ
て
の
指
の
用
を
廃
し
た
も
の

七
　
両
下

し肢
を
リ
ス
フ
ラ
ン
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

第
五
級

一
　
一
眼
が
失
明
し
、
か
つ
、
他
眼
の
視
力
が
〇
・
一
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　
一
上

し肢
を
腕
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

三
　
一
下

し肢
を
足
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

四
　
一
上

し肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

五
　
一
下

し肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

六
　
両
下

し肢
の
す
べ
て
の
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の

第
六
級

一
　
両
眼
の
視
力
が
〇
・
一
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　

そ
し
や
く

咀
嚼
又
は
言
語
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
す
も
の

三
　
鼓
膜
の
大
部
分
の
欠
損
そ
の
他
に
よ
り
、
両
耳
の
聴
力
が
、
耳

か
く殻

に
接
し
な
け
れ
ば
大
声
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
に
減
じ
た
も
の

四
　

せ
き脊

柱
に
著
し
い
奇
形
又
は
運
動
障
害
を
残
す
も
の

五
　
一
上

し肢
の
三
大
関
節
の
う
ち
、
二
関
節
の
用
を
廃
し
た
も
の

六
　
一
下

し肢
の
三
大
関
節
の
う
ち
、
二
関
節
の
用
を
廃
し
た
も
の

七
　
一
上

し肢
の
す
べ
て
の
指
又
は
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
を
あ
わ
せ
一
上

し肢
の
四
指
を
失
つ
た
も
の

第
七
級

一
　
一
眼
が
失
明
し
、
か
つ
、
他
眼
の
視
力
が
〇
・
六
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　
鼓
膜
の
中
等
度
の
欠
損
そ
の
他
に
よ
り
、
両
耳
の
聴
力
が
、
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
は
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
に
減
じ
た
も
の

三
　
精
神
に
、
軽
易
な
労
務
以
外
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
残
す
も
の

四
　
胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
、
軽
易
な
労
務
以
外
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
残
す
も
の

五
　
一
上

し肢
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
を
失
つ
た
も
の
又
は
お
や
指
若
し
く
は
ひ
と
さ
し
指
を
あ
わ
せ
一
上

し肢
の
三
指
以
上
を
失
つ
た
も
の

六
　
一
上

し肢
の
す
べ
て
の
指
又
は
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
を
あ
わ
せ
一
上

し肢
の
四
指
の
用
を
廃
し
た
も
の

七
　
一
下

し肢
を
リ
ス
フ
ラ
ン
関
節
以
上
で
失
つ
た
も
の

八
　
両
下

し肢
の
す
べ
て
の
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の

九
　
女
子
の
外

ぼ
う貌

に
著
し
い
醜
状
を
残
す
も
の
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一
〇
　
両
側
の

こ
う睾

丸
を
失
つ
た
も
の

第
八
級

一
　
一
眼
が
失
明
し
、
又
は
一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
二
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　

せ
き脊

柱
に
運
動
障
害
を
残
す
も
の

三
　
神
経
系
統
の
機
能
に
、
軽
易
な
労
務
以
外
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
残
す
も
の

四
　
お
や
指
を
あ
わ
せ
一
上

し肢
の
二
指
を
失
つ
た
も
の

五
　
一
上

し肢
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
お
や
指
若
し
く
は
ひ
と
さ
し
指
を
あ
わ
せ
一
上

し肢
の
三
指
以
上
の
用
を
廃
し
た
も
の

六
　
一
下

し肢
を
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
短
縮
し
た
も
の

七
　
一
上

し肢
の
三
大
関
節
の
う
ち
、
一
関
節
の
用
を
廃
し
た
も
の

八
　
一
下

し肢
の
三
大
関
節
の
う
ち
、
一
関
節
の
用
を
廃
し
た
も
の

九
　
一
上

し肢
に
仮
関
節
を
残
す
も
の

一
〇
　
一
下

し肢
に
仮
関
節
を
残
す
も
の

一
一
　
一
下

し肢
の
す
べ
て
の
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の

一
二
　

ひ脾
臓
又
は
一
側
の

じ
ん腎

臓
を
失
つ
た
も
の

第
九
級

一
　
両
眼
の
視
力
が
〇
・
六
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　
一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
六
以
下
に
な
つ
た
も
の

三
　
両
眼
の
半
盲
症
、
視
野
狭

さ
く窄

又
は
視
野
変
状
を
残
す
も
の

四
　
両
眼
の
ま
ぶ
た
に
著
し
い
欠
損
を
残
す
も
の

五
　
鼻
を
欠
損
し
、
そ
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
す
も
の

六
　

そ
し
や
く

咀
嚼
及
び
言
語
の
機
能
に
障
害
を
残
す
も
の

七
　
鼓
膜
の
全
部
の
欠
損
そ
の
他
に
よ
り
、
一
耳
の
聴
力
を
全
く
失
つ
た
も
の

八
　
一
上

し肢
の
お
や
指
を
失
つ
た
も
の
、
ひ
と
さ
し
指
を
あ
わ
せ
一
上

し肢
の
二
指
を
失
つ
た
も
の
又
は
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
以
外
の
一
上

し肢
の
三
指
を
失
つ
た
も
の

九
　
お
や
指
を
あ
わ
せ
一
上

し肢
の
二
指
の
用
を
廃
し
た
も
の

一
〇
　
第
一
足
ゆ
び
を
あ
わ
せ
一
下

し肢
の
二
以
上
の
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の

一
一
　
一
下

し肢
の
す
べ
て
の
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の

一
二
　
生
殖
器
に
著
し
い
障
害
を
残
す
も
の

第
一
〇
級

一
　
一
眼
の
視
力
が
〇
・
一
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　

そ
し
や
く

咀
嚼
又
は
言
語
の
機
能
に
障
害
を
残
す
も
の

三
　
十
四
歯
以
上
に
対
し
歯
科
補

て
つ綴

を
加
え
た
も
の

四
　
鼓
膜
の
大
部
分
の
欠
損
そ
の
他
に
よ
り
、
一
耳
の
聴
力
が
、
耳
か
く

に
接
し
な
け
れ
ば
大
声
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
に
減
じ
た
も
の

五
　
一
上

し肢
の
ひ
と
さ
し
指
を
失
つ
た
も
の
又
は
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
以
外
の
一
上

し肢
の
二
指
を
失
つ
た
も
の

六
　
一
上

し肢
の
お
や
指
の
用
を
廃
し
た
も
の
、
ひ
と
さ
し
指
を
あ
わ
せ
一
上

し肢
の
二
指
の
用
を
廃
し
た
も
の
又
は
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
以
外
の
一
上

し肢
の
三
指
の
用
を
廃
し
た
も
の

七
　
一
下

し肢
を
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
短
縮
し
た
も
の

八
　
一
下

し肢
の
第
一
足
ゆ
び
又
は
他
の
四
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の

九
　
一
上

し肢
の
三
大
関
節
の
う
ち
、
一
関
節
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
す
も
の

一
〇
　
一
下

し肢
の
三
大
関
節
の
う
ち
、
一
関
節
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
す
も
の

第
一
一
級

一
　
両
眼
の
眼
球
に
著
し
い
調
節
機
能
障
害
又
は
運
動
障
害
を
残
す
も
の

二
　
両
眼
の
ま
ぶ
た
に
著
し
い
運
動
障
害
を
残
す
も
の

三
　
一
眼
の
ま
ぶ
た
に
著
し
い
欠
損
を
残
す
も
の

四
　
鼓
膜
の
中
等
度
の
欠
損
そ
の
他
に
よ
り
、
一
耳
の
聴
力
が
、
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
は
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
に
減
じ
た
も
の

五
　

せ
き脊

柱
に
奇
形
を
残
す
も
の

六
　
一
上

し肢
の
な
か
指
又
は
く
す
り
指
を
失
つ
た
も
の

七
　
一
上

し肢
の
ひ
と
さ
し
指
の
用
を
廃
し
た
も
の
又
は
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
以
外
の
一
上

し肢
の
二
指
の
用
を
廃
し
た
も
の

八
　
第
一
足
ゆ
び
を
あ
わ
せ
一
下

し肢
の
二
以
上
の
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の

九
　
胸
腹
部
臓
器
に
障
害
を
残
す
も
の

第
一
二
級

一
　
一
眼
の
眼
球
に
著
し
い
調
節
機
能
障
害
又
は
運
動
障
害
を
残
す
も
の

二
　
一
眼
の
ま
ぶ
た
に
著
し
い
運
動
障
害
を
残
す
も
の
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三
　
七
歯
以
上
に
対
し
歯
科
補

て
つ綴

を
加
え
た
も
の

四
　
一
耳
の
耳

か
く殻

の
大
部
分
を
欠
損
し
た
も
の

五
　
鎖
骨
、
胸
骨
、

ろ
く肋

骨
、
肩

こ
う胛

骨
又
は
骨
盤
骨
に
著
し
い
奇
形
を
残
す
も
の

六
　
一
上

し肢
の
三
大
関
節
の
う
ち
、
一
関
節
の
機
能
に
障
害
を
残
す
も
の

七
　
一
下

し肢
の
三
大
関
節
の
う
ち
、
一
関
節
の
機
能
に
障
害
を
残
す
も
の

八
　
長
管
骨
に
奇
形
を
残
す
も
の

九
　
一
上

し肢
の
な
か
指
又
は
く
す
り
指
の
用
を
廃
し
た
も
の

一
〇
　
一
下

し肢
の
第
二
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の
、
第
二
足
ゆ
び
を
あ
わ
せ
一
下

し肢
の
二
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の
又
は
一
下

し肢
の
第
三
足
ゆ
び
以
下
の
三
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の

一
一
　
一
下

し肢
の
第
一
足
ゆ
び
又
は
他
の
四
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の

一
二
　
局
部
に
が
ん
こ
な
神
経
症
状
を
残
す
も
の

一
三
　
男
子
の
外

ぼ
う貌

に
著
し
い
醜
状
を
残
す
も
の

一
四
　
女
子
の
外

ぼ
う貌

に
醜
状
を
残
す
も
の

第
一
三
級

一
　
一
眼
の
視
力
が
〇
・
六
以
下
に
な
つ
た
も
の

二
　
一
眼
に
半
盲
症
、
視
野
狭

さ
く窄

又
は
視
野
変
状
を
残
す
も
の

三
　
両
眼
の
ま
ぶ
た
の
一
部
に
欠
損
を
残
し
、
又
は
ま
つ
げ
は
げ
を
残
す
も
の

四
　
一
上

し肢
の
こ
指
を
失
つ
た
も
の

五
　
一
上

し肢
の
お
や
指
の
指
骨
の
一
部
を
失
つ
た
も
の

六
　
一
上

し肢
の
ひ
と
さ
し
指
の
指
骨
の
一
部
を
失
つ
た
も
の

七
　
一
上

し肢
の
ひ
と
さ
し
指
の
末
関
節
を
屈
伸
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
も
の

八
　
一
下

し肢
を
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
短
縮
し
た
も
の

九
　
一
下

し肢
の
第
三
足
ゆ
び
以
下
の
一
又
は
二
の
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の

一
〇
　
一
下

し肢
の
第
二
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の
、
第
三
足
ゆ
び
を
あ
わ
せ
一
下

し肢
の
二
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の
又
は
一
下

し肢
の
第
三
足
ゆ
び
以
下
の
三
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の

第
一
四
級

一
　
一
眼
の
ま
ぶ
た
の
一
部
に
欠
損
を
残
し
、
又
は
ま
つ
げ
は
げ
を
残
す
も
の

二
　
三
歯
以
上
に
対
し
歯
科
補

て
つ綴

を
加
え
た
も
の

三
　
上

し肢
の
露
出
面
に
て
の
ひ
ら
の
大
き
さ
の
醜
い
あ
と
を
残
す
も
の

四
　
下

し肢
の
露
出
面
に
て
の
ひ
ら
の
大
き
さ
の
醜
い
あ
と
を
残
す
も
の

五
　
一
上

し肢
の
こ
指
の
用
を
廃
し
た
も
の

六
　
一
上

し肢
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
以
外
の
指
の
指
骨
の
一
部
を
失
つ
た
も
の

七
　
一
上

し肢
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
以
外
の
指
の
末
関
節
を
屈
伸
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
も
の

八
　
一
下

し肢
の
第
三
足
ゆ
び
以
下
の
一
又
は
二
の
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の

九
　
局
部
に
神
経
症
状
を
残
す
も
の

一
〇
　
男
子
の
外

ぼ
う貌

に
醜
状
を
残
す
も
の

備
考
一
　
視
力
の
測
定
は
、
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
る
も
の
と
し
、
屈
折
異
常
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
矯
正
視
力
に
よ
つ
て
測
定
す
る
。

二
　
指
を
失
つ
た
も
の
と
は
、
お
や
指
は
指
関
節
、
そ
の
他
の
指
は
第
一
指
関
節
以
上
を
失
つ
た
も
の
を
い
う
。

三
　
指
の
用
を
廃
し
た
も
の
と
は
、
指
の
末
節
の
半
分
以
上
を
失
い
、
又
は
掌
指
関
節
若
し
く
は
第
一
指
関
節
（
お
や
指
に
あ
つ
て
は
、
指
関
節
）
に
著
し
い
運
動
障
害
を
残
す
も
の
を
い
う
。

四
　
足
ゆ
び
を
失
つ
た
も
の
と
は
、
そ
の
全
部
を
失
つ
た
も
の
を
い
う
。

五
　
足
ゆ
び
の
用
を
廃
し
た
も
の
と
は
、
第
一
足
ゆ
び
は
末
節
の
半
分
以
上
、
そ
の
他
の
足
ゆ
び
は
末
関
節
以
上
を
失
つ
た
も
の
又
は

し
よ
し

蹠
趾
関
節
若
し
く
は
第
一

し趾
関
節
（
第
一
足
ゆ
び
に
あ
つ
て
は
足

し趾
関
節
）
に
著
し
い
運
動

障
害
を
残
す
も
の
を
い
う
。

六
　
各
等
級
の
身
体
障
害
に
該
当
し
な
い
身
体
の
障
害
で
あ
つ
て
、
各
等
級
の
身
体
障
害
に
相
当
す
る
も
の
は
、
当
該
等
級
の
身
体
障
害
と
す
る
。
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